
 

 

互いの考えを尊重できる子どもたち 

人権担当 古川 直史 

 

今年度も人権に関する標語を、子どもたちに取り組んでもらいました。毎年取り組んで

いるのですが、6 年生も「何をかけばいいのか分からない。」と悩みながら取り組んでいま

した。普段の生活の中でなかなか耳にしない『人権』という言

葉を難しく考えすぎているようです。人権とは、人間が人間ら

しく生きていく権利であり、「すべての人が生まれながらにも

っている権利」です。自分も大切にすることはもちろんのこと、

周りの人たちにも目を向け、受け入れようとする心こそ、人権

を意識した行動だと思います。そのため「みんな仲良く」や「い

じめを見過ごさない」といった周りの人たちに関心を寄せ、思

いやりをもつ心すべてが大切だと思います。 

現在、来迎寺小学校では、仲間と伝え合い、学びを深める来小っ子を目指すため、協働学

習グループ活動を通して、互いの考えを尊重しながら学び合えるよう取り組んでいます。自

分の意見だけでなく、他の人の言葉に耳を傾けること。こうした当たり前の行動も、気づく

ことができれば人権を意識した行動になると思います。 

人権週間中に、人権感覚を養うための「道徳の授業」も計画しています。各学年、下の主

題で授業を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権について考えるこの機会を通して、来迎寺小学校のすべての子どもたちにとって、

「自他を大切にできる学校」、「みんなから大切にされ、安心して過ごすことができる学校」

となるようにしていきたいです。 

  
〈ＰＴＡから資源回収のお知らせ〉 

10月収益金 12,250円 

☆ご協力ありがとうございました。 

くすのき だより
令和７年１１月２８日 

来迎寺小学校 

１２月号 

人権に関する道徳の授業 
   たんぽぽ組・・・低学年：「雨ふり」（公正・公平・社会正義） 
           中学年：「ちょっと待ってよ」（公正・公平・社会正義） 
           高学年：「マザー=テレサ」（感動・畏敬の念） 
   １年・・・・・・「はしの上のおおかみ」（親切・思いやり） 

 ２年・・・・・・「ぼくのかさぶた」（生命の尊さ） 
   ３年・・・・・・「なおとからのしつもん」（公正・公平・社会正義） 
   ４年・・・・・・「思いやりのかたち」（親切・思いやり） 
   ５年・・・・・・「だれもが幸せになれる社会を」（公正・公平・社会正義） 
           「小さな国際親善大使」（国際理解・国際親善） 
   ６年・・・・・・「マザー=テレサ」（感動・畏敬の念） 

 


